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タイムスケジュール　1日目：11月 14日（土）　グランキューブ大阪
グランキューブ大阪

イベントホールCD イベントホールE 大ホール 小ホール 701-2 801 802
3F 5F 7F 8F

昼食会場 昼食会場昼食不可 昼食不可

公募シンポジウム
S1-10

セーフガーディングで
虐待を生まない環境を

構築する
～ＪリーグとNGOにお
ける虐待防止の挑戦～

12:30 ～ 14:00

公募シンポジウム
S1-11

デジタルデータを活用
した子どもが抱える課題
の早期予測の可視化と
社会実装への挑戦：
産学官連携による

「学校版スクリーニング」
の展開

14:15 ～ 15:45

公募シンポジウム
S1-12

子ども支援弁護士の
諸様相と社会的意義

16:00 ～ 17:30

公募シンポジウム
S1-01

忙しい児童相談所に
おけるトラウマイン
フォームドケアの普及
～若手グループ研究の

果たした役割～

12:30 ～ 14:00

公募シンポジウム
S1-02

児童養護施設の
人財育成を支える
心理的安全性の
継続的実践

14:15 ～ 15:45

公募シンポジウム
S1-03

児童相談所の
再デザイン：

「統制する組織」から
「学習する組織」への転

換を目指した
チャレンジ

16:00 ～ 17:30

公募シンポジウム
S1-04

傷ついてどうしょうも
なかった子ども・若者が

自分の人生を生きるための
ケア、失った他者への信頼、
自分への信頼を取り戻す
ために歩き出せる道のり

私たちも、ともに生きること
12:30 ～ 14:00

公募シンポジウム
S1-05

虐待を経験した子ども
の自殺予防

― 理論・実証・臨床実
践の統合 ―

14:15 ～ 15:45

公募シンポジウム
S1-06

性問題行動への
治療教育実践による
支援者の気づき

ーミャクミャクと続く
生活支援の役割ー

16:00 ～ 17:30

大会企画
シンポジウム1

子どもの「声をきく」
ために求められるもの
～学校現場から子ども
の権利を解きほぐす

12:30 ～ 14:00

開会式
9:00 ～ 9:30

基調講演
（ビデオレクチャー）

支援を必要とする
親子の生活の質を高める
科学的プログラムに

よる支援
9:30 ～ 10:40

基調講演
（シンポジウム）
オールズ先生の家庭訪問
プログラムから何を学び、

何をいかすか
10:45 ～ 11:30

開会式（中継）
9:00 ～ 9:30

基調講演（中継）
（ビデオレクチャー）

支援を必要とする
親子の生活の質を高める
科学的プログラムに

よる支援
9:30 ～ 10:40

基調講演（中継）
（シンポジウム）
オールズ先生の家庭訪問
プログラムから何を学び、

何をいかすか
10:45 ～ 11:30

教育講演5

虐待を受けた子どもの
心理療法

～トラウマ，アタッチメント，
ケア・コントロール葛藤，

自己形成

14:15 ～ 15:45

教育講演7

孤立する妊婦をどう
支えるか：内密出産に
至る女性たちの声から

得た学び

16:00 ～ 17:30

大会企画
シンポジウム７

母子保健からみた児童虐
待の始まりと終わり

～妊娠期からの切れ目な
い支援を再認識してみる

12:30 ～ 14:00

教育講演3

「ケア」を謳わないケア
～生活が「治療的」に

なるために

14:15 ～ 15:45

教育講演6

価値がないとされる
ことの痛みについて
～虐待死事件を通して

考える

16:00 ～ 17:30

委員会・
WG企画１

当事者ユースWG
（ワークショップ）
［クローズドセッション］

みんなの声
聴かせてワーク

13:30 ～ 16:30

公募シンポジウム
S1-07

妊産婦支援における
「学び」と「実践」の

構造化
―ボ・ドーム　ダイヤ
モンドルームにおける
人材育成のしかけ―
12:30 ～ 14:00

公募シンポジウム
S1-08

親子が変わる！
認知行動療法を家族、
地域、育児支援に活かす
―心の声に応える支援
者支援と実践の報告―

14:15 ～ 15:45

公募シンポジウム
S1-09

「CPA（Communicative 
Parenting Approach®）
を核にした親子関係の
形成から再構築までの
切れ目のない子育て
支援体制構築に向けた

実践報告」
16:00 ～ 17:30

(昼食会場)
ランチョンセミナー
「親の責任とは？」
西澤　哲、岩佐嘉彦
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公募シンポジウム
S1-13

形骸化する
要保護児童対策地域
協議会の活性化

ー明石こどもセンター
の実践からー

12:30 ～ 14:00

公募シンポジウム
S1-14

虐待防止につなげる
アウトリーチ家庭訪問
―支援対象児童見守り
強化事業で見えてきた
介入への５ステップ

14:15 ～ 15:45

公募シンポジウム
S1-15

こどもの最善に根ざす
官民協働はいかに
「成立」するのか

―行政とNPOの境界と
接続から考える―

16:00 ～ 17:30

公募シンポジウム
S1-16

CBT、これで合ってる？
もやもやしている人の
ための体験的CBT入門

12:30 ～ 14:00

公募シンポジウム
S1-17

「守り、支えたい」と願う
良心が傷つくとき

－知られざる痛みの名
「モラル・インジュリー」

を共に考える－

14:15 ～ 15:45

公募シンポジウム
S1-18

児童福祉司の専門性と
ソーシャルワ―ク

―価値ある専門職で
あるために̶

16:00 ～ 17:30

公募シンポジウム
S1-19

子どもは守られるだけ
の存在か

－セルフアドボカシーと
権利教育から問い直す

虐待予防－

12:30 ～ 14:00

公募シンポジウム
S1-20

「子どもをチームで
支える」とは何か
―「ひとりぼっちに

しない」協働の実践―

14:15 ～ 15:45

公募シンポジウム
S1-21

心理臨床とソーシャル
ワークを繋ぐ心理士資
格を有する児童福祉司
―明石こどもセンター

の実践からー

16:00 ～ 17:30

公募シンポジウム
S1-22

子どもの出自を知る
権利について

12:30 ～ 14:00

昼食会場 昼食会場昼食不可

公募シンポジウム
S1-23

里親・実子・支援者の
「ぶっちゃけ話」から

LSWを考える
―権利保障と家庭の
安定、ともに歩む

支援へ―
14:15 ～ 15:45

公募シンポジウム
S1-24

里親に「なりたい」
「続けたい」を支えるには:

里親養育促進に
求められる支援を

考える

16:00 ～ 17:30

公募シンポジウム
S1-25

児童福祉施設における
重大事案への緊急支援
システムの構築に

向けて

12:30 ～ 14:00

公募シンポジウム
S1-26

「ケアリーバーを孤立
させないために」

～児童福祉・司法の視点
から考える「強いられた
自立」とつながりの

再接続～
14:15 ～ 15:45

公募シンポジウム
S1-27

社会的養護自立支援拠
点事業の価値と課題
～省察的実践と、こど
ものケアニーズに寄り
添った支援のあり方～

16:00 ～ 17:30

公募シンポジウム
S1-28

LSWを
「こどものための時間」

にするために
ー支援者のまなざしと

寄り添いー

12:30 ～ 14:00

公募シンポジウム
S1-29

もっと深めよう！
子どもを主体としたラ
イフストーリーワーク

14:15 ～ 15:45

公募シンポジウム
S1-30

社会的養護における
ルーツを紡ぐ支援の
葛藤と専門性形成

―こどもと家族の人生
史に伴走する支援者は
いかに育つのか―
16:00 ～ 17:30

開会式（中継）
9:00 ～ 9:30

基調講演（中継）
（ビデオレクチャー）

支援を必要とする
親子の生活の質を高める
科学的プログラムに

よる支援
9:30 ～ 10:40

基調講演（中継）
（シンポジウム）
オールズ先生の家庭訪問
プログラムから何を学び、

何をいかすか
10:45 ～ 11:30

開会式（中継）
9:00 ～ 9:30

基調講演（中継）
（ビデオレクチャー）

支援を必要とする
親子の生活の質を高める
科学的プログラムに

よる支援
9:30 ～ 10:40

基調講演（中継）
（シンポジウム）
オールズ先生の家庭訪問
プログラムから何を学び、

何をいかすか
10:45 ～ 11:30
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